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現 状 と 県 の 取 組 状 況 

 福祉保健部（ささえあい福祉局障がい福祉課） 

【現 状】 

１ 国歌については、「国旗及び国歌に関する法律」において歌詞及び楽曲が定められているが、手話言語で国歌をどのように表現するかという

ことについては定められていない。 

２ ろう学校やスポーツ大会等の行事において手話言語で国歌を斉唱する際には、学校や主催団体が各々で手話言語の表現を検討しているため、

同じ国歌でありながら行事や手話通訳者ごとに異なった表現がされ、国際大会などでは所属する団体・チームによっても表現が異なる。また、

手話言語ではなく、50音を示す指文字で歌詞を１文字ずつ示して表されることもあり、統一されていない。 

 ＜県内ろう学校の状況＞ 

・鳥取聾学校及びひまわり分校ともに、指文字により国歌斉唱を行っている。 

３ 平成29年にトルコ・サムスンで開催された第23回夏季デフリンピックにおいて、日本代表の女子バレーボールチームが優勝した際、選手た

ちが独自の表現ではあるが手話言語で国歌斉唱を行った様子が動画で全世界に流れ、大きな話題になった。また、令和元年７月には、一般財

団法人全日本ろうあ連盟から内閣総理大臣宛に国歌の手話言語の策定について要望書が提出された。 

  ※全日本ろうあ連盟：全国47都道府県に加盟団体がある全国のろう者の当事者団体 

４ 全日本ろうあ連盟は、令和２年度スポーツ庁委託事業「障害者スポーツ推進プロジェクト（障害者のスポーツ参加促進に関する調査研究）」 

（スポーツに精通した手話通訳者の育成）により、「国歌手話言語試行版」テキスト（令和３年３月発行）及び動画を作成した。作成に当たっ

ては、日本文学専門家や手話言語専門研究機関も加わって、検討部会を立ち上げ、式典における国歌の手話言語訳について検討を行った。 

５ また、「国歌手話言語試行版」作成中の令和３年２月、全日本ろうあ連盟は、デフリンピック等できこえない・きこえにくい人が手話言語で 

国歌斉唱ができるよう、当該試行版を踏まえた国歌の手話言語訳の制定と啓発・普及の促進について内閣官房長官に要望を行った。「国歌手話

言語試行版」は完成後、全日本ろうあ連盟のホームページにテキスト及び動画が掲載され、周知が図られており、さらに同年４月には、文部

科学大臣及び東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣に対しても国歌の手話言語訳の普及に関する要望が行われて

いる。 

＜全国の状況＞ 

・令和６年３月、神奈川県議会において、神奈川県聴覚障害者連盟から「手話言語による国歌」策定を求める意見書提出についての陳情が

出され、令和６年第１回定例会において、全会一致で了承された。 

６ 令和６年６月、障害児者の情報コミュニケーション推進に関する議員連盟総会において、手話に関する施策の推進に関する法律（仮称）案

の成立を目指すことが表明された。 

 

【県の取組状況】 

１ 鳥取県手話言語条例に基づき、鳥取県手話言語施策推進計画を定め、手話言語の普及や手話言語による情報発信を通じたろう者に対する理 

解促進、ろう者がコミュニケーションしやすい環境づくりの取組を進めている。 

２ 平成25年11月に、手話が言語として認められ、ろう者が日常生活において安心して手話を用いることができる環境をつくるよう、手話言語 
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法制定についての要望書を内閣府へ提出した。それ以降、毎年国に要望書を提出し、関係団体とも連携しながら法律の早期制定を目指してお

り、手話に関する施策の推進に関する法律（仮称）案の動向等についても注視している。 

※参考法令：国旗及び国歌に関する法律（平成11年法律第127号）（抜粋） 

（国歌） 

第二条 国歌は、君が代とする。 

２ 君が代の歌詞及び楽曲は、別記第二のとおりとする。 

別記第二（第二条関係） 

君が代の歌詞及び楽曲 

  
※デフリンピック 

・耳の聞こえないアスリートを対象とした国際総合スポーツ競技大会。名称はデフ（英語で「耳がきこえない」という意味）＋オリンピック

の造語。 

・４年毎に開催され、令和７年に初めて日本（東京）で開催される。（東京 2025 デフリンピック：令和７年11月15日～26日（12日間）） 

 

 


